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1 は じ め に

米に対する消費者ニーズの変化に対応し,よ り高品質で

良食味のものを,個人差や地域差なく生産することが産地

として重要な課題である。本試験では,水稲の栽培環境・

技術のうち,土壌条件の違いによる穂揃期以降追肥の玄米

形質に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

地域・土壌区分は庄内南部平坦 (中粗粒グライ土),庄
内中部平坦 悧 粒強グライ土A),庄内Jヒ部平坦 (細粒強
グライ土B)の 3区分とし、昭和63年に現地圃場において
ササニシキを用いて試験を行った (区別するため便宜的に

A及びBと した。)。

試験区の構成は,穂揃期以降の追肥時期を出穂期後+5
日の穂揃期追肥区 (穂揃区)と 出穂期後■5,+15,■ 25
の 3回追肥を行う晩期追肥区 (晩追区)を設け,施肥水準
は各々の時期に窒素成分で′当り100,と 150夕 の 2水準
とし,穂揃期以降無追肥を対照区とした。

なお,基肥及び中間追肥まではその地域の慣行とし,穂

肥は窒素及びカリ成分で幼穂形成期α当り150,と 1699

穂早期100,と 1139を各土壌・試験区とも施用した。

3 試験結果及び考察

各土壌における収量構成要素は表 1に示したが,おおむ

ね庄内平坦部における適正籾数レベルの範囲内であり,倒
伏はなかった。

中粗粒土壌では,図 1～ 2に示すように,玄米粒厚20
m"以 上の割合が,穂揃区及び晩追区とも対照区 (799%)
に比較し8～ 11%高まり,追肥効果が認められた。一方細

粒土壌ではA・ Bと も効果は認められなかった。

表 : 収昌構成要素 (対照区)
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これに伴い玄米千粒重は図 3～ 4の とおり,中粗粒土壌
では穂揃区及び晩追区とも対照区 (195,)よ り05～ 0
89増加したが,細粒土壌ではその傾向は認められない。
しかし,中粗粒土壌における粒厚の増大及び千粒重の増

加は,追肥窒素100,及び1509と も,穂揃区と晩追区の

差は認められず,比較的地力の低い土壌においても晩期追
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図 1 粒厚 20綱以上 (追肥N100夕 /α )
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肥のメリットは認めがたぃ。

整粒歩合は図 5～ 6に示すように,中粗粒土壌では窒素
100,の穂揃区では対照区 (854%)と 同程度であるが

,

晩追区では対照区に比較して8%以上低下し,769%と なっ
た。更に150夕 では対照区 (854)>穂揃区 (817)>晩
追区 (771)と直線的に低下する傾向を示した。
これに対し細粒土壌では,A及 びBと もに窒素1009で
は,晩追区でも中粗粒上壌ほどの急激な整粒歩合の低下は
みられないが,150夕 では中粗粒土壌と同様に 8～10%低
下した。

このことより,細粒土壌に比較し保肥力が小さい中粗粒
土壌では,穂揃期以降の窒素追肥が品質に及ぼす影響がよ
り敏感に現れることが推察される。なお整粒歩合低下の主

な原因は,「その他未熟粒」の増加であった。

食味関連理化学性について表 2に示した。自度は細粒A
が中粗粒及び細粒Bよ りやや低い傾向を示すが,いずれの
土壌でも処理間の差は判然としない。精米中の粗蛋自質含

有率及びアミロース含有率は,穂揃期以降の追肥により各
土壌とも高まる傾向を示した。しかし,土壌による違い,
施肥量との関係及び施用時期の差は明らかでない。

4 ま  と  め

穂揃期以降の窒素追肥が,ササニシキの玄米形質に及ぼ

す影響について,庄内平坦地域の3土壌について検討した。
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表 2 食味関連理化学性

注 ① 自度 :Kett C 303に よる測定値。
②粗蛋白及びアミロース :Pacinc scientic社 製
近赤外分光分析器による測定値,精米中の含有

保肥力の比較的小さい中粗粒土壌では,穂揃期以降の追肥
が粒厚の増大や千粒重の増加に結びついたが,細粒土壌で
は,効果が認められなかった。整粒歩合は土壌により低下
の傾向を異にした。精米中の粗蛋自質及びアミロース含有

率は,穂揃期以降の追肥で高まるが,土壌・施肥時期・施
用量との関係は明らかでない。

中粗粒

土 壌
(地域 ) 処理区

自  度 粗蛋自

(%)
ミロース

(%)玄米  精米

中粗粒
(南部)

穂揃 100

穂揃 150

晩追 100

晩追 150

対 照 区

18 6     38 2

18 6    37 0

196    38 7
19 0    38 2

18 9     38 0
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7 33

7 13

7,9
6 25

22 4
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24 6

23 4
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(中部 )
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17 5    3, 3
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17 0     35 7

173    36 8
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22 1
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穂揃 100
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晩追 100

晩追 150

対 照 区

18 9     38 6

18 6    37 5

18 4    37 7

18 6     38 1

19 0    38 6

7 52
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23 4

24 0

22 9
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